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議案第１号　令和６年度事業報告について 

 

１　公益財団法人宮崎県産業振興機構の概要                                        

　（１）目　　的                                                                          

    県内中小企業における、経営基盤強化、経営の革新、技術の高度化及び新事業の創出並 

　びに関係組織･機関との連携の推進等に資する事業を行うことにより、本県産業の振興を図 

　るとともに、活力ある地域社会の形成に寄与することを目的とする。                     
                                                                                            

　（２）事　　業                                                                          

　　　①経営課題等に対する相談、助言に関する事業                                       

  　　②新事業の創出、新分野への進出等に対する助成に関する事業                        

  　　③経営基盤強化に資する取引振興、設備導入等に関する事業                          

  　　④産業振興に資する情報の収集、分析及び提供に関する事業                          

  　　⑤産業振興に資する人材の育成に関する事業                                         

  　　⑥産業振興の基盤づくりに資する人的、技術的ネットワークの強化及び高度化等に関 

　　　　する事業                                                                          
                                                                                            

　（３）沿　　革                                                                          

平12. 4 財団法人 宮崎県産業支援財団設立（4月1日）　　　　　　　　　　　       

　（財）宮崎県産業技術情報センター(昭54. 9 設立)と       

  （財）宮崎県中小企業振興公社(昭43. 5 設立)を統合       

  25. 4 公益財団法人に移行、名称を公益財団法人宮崎県産業振興機構に変更      
                                                                                            

　（４）組 織（令和７年３月３１日現在）                                                 
評議員会                                                                       
（11名）  総務企画課 　庶務、予算管理、                   

 　機構全体の調整など                  
理事会                                                         
　理事長 １名 事務局長 経営情報課   経営相談・経営情報等提供           
 副理事長１名     地域課題解決のための起業支援など   
 常務理事１名                                                                        
　理 事  ６名  新事業支援課   新事業・新分野進出支援             

  産学官連携の推進など               
                                                         

     フードビジネス   農商工連携・フードビジネスの        

       監事 推進課   推進など                            
         ２名                                                         
                      産業振興課   設備資金貸付・取引の振興など        
                                                                    
 企業成長促進室   企業成長・脱炭素化への伴走          
   支援など                           
 

常勤役員                   ３名
職員①（県派遣職員・ﾌﾟﾛﾊﾟｰ職員・企業派遣職員）                 １５名
職員②（有期雇用職員・無期雇用職員）                 ２０名
コーディネーター、アドバイザー等（委嘱契約等）                 ４４名
          合　　　計               　８２名

                                                                                            

（５）所 在 地                                                                            

　　　　宮崎市佐土原町東上那珂16500番地２（宮崎県工業技術センター内）。              
　　　　なお、フードビジネス推進課は宮崎駅前のＫＩＴＥＮビル３階の「みやざきフード 

　　　ビジネス相談ステーション」内に、企業成長促進室は同ビル７階に事務室を設置。 
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２　評議員会・理事会の開催状況 
　 
 
　（1)評議員会の開催状況 
 
　　　第１回評議員会 
　　　　 日　時：令和６年６月２８日 

場　所：ひまわり荘　中会議室　尾鈴 
　　　　 議　事：(1)令和５年度事業報告について 
　　　　　　　　 (2)令和５年度収支決算について 

(3)評議員会副会長の選任について 
 
　　　  第２回評議員会 
　　　 　日　時：令和７年３月２６日　 
　　　　 場　所：ニューウエルシティ宮崎　２階　霧島　　　　  
         議　事：(1)評議員の選任について 
                 (2)評議員会副会長の選任について 

 （3)役員の選任について　
 
 
　（2)理事会の開催状況 
 
　　　　第１回理事会 
         日　時：令和６年４月１日　 書面審議 
　　　　 議　事：(1)代表理事の選定について 

 (2)常勤役員の報酬月額について 
　　　　　 
　　　 第２回理事会 
　　　　 日　時：令和６年６月４日 
         場　所：アートホテル宮崎スカイタワー　３階　浜木綿 
         議　事：(1)令和５年度事業報告について 
               　(2)令和５年度収支決算について 
              　 (3)令和６年度第１回評議員会の開催について 
　　　　　　　　 (4)令和６年度事業計画及び収支予算の変更の専決について 
  
　　　 第３回理事会 
　　　　 日　時：令和６年１０月２２日 
　　　　 場　所：ＫＩＴＥＮビル　コンベンションホール大会議室 
　　　　 議　事：(1)令和６年度事業計画及び収支予算の変更に係る専決について 
　　　　　　　　 (2)令和６年度上半期に係る業務報告について 
    
　　　 第４回理事会         
        日　時：令和６年１２月１２日　 書面審議         
        議　事：(1)常勤役員の報酬月額について 
 
　　　 第５回理事会 
　　　　 日　時：令和７年３月４日 
　　　　 場　所：ＫＩＴＥＮビル　コンベンションホール中会議室 
　　　　 議　事：(1)令和７年度事業計画及び収支予算等について                　
　　　　　　　   (2)資産運用管理規程の制定について 
                 (3)第６期中期運営計画の数値目標の改定について 
　　　　　　　　  (4)令和６年度第２回評議員会の開催について
                 (5)業務報告について（令和７年１月末現在）
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３   令和６年度事業の概況 

 

　第６期中期運営計画（令和５～８年度）の２年目となった令和６年度は、雇用・所得環境

の改善やインバウンドを含む個人消費の回復等により、緩やかな景気回復基調となった一方

で、構造的な人口減少・高齢化や東京一極集中に伴う人手不足・後継者不足、物価高に見合

う賃金の引上げや適切な価格転嫁など、多くの県内事業者が厳しい経営環境に置かれるとと

もに、県民の生活や経済活動にも大きな影響が及んだ。 

 

　こうした中、当機構では、県及び関係団体とともに、厳しい経営環境にある県内中小企業

への支援策を充実させるとともに、新事業創出に向けた取組等にも積極的な支援を展開した

ところである。 

 

　「よろず支援拠点事業」では、県内４か所のサテライトオフィスを拠点に、中小企業の経

営診断をはじめ、法務、税務、広告戦略、IT関連などに造詣の深い総勢２２名のコーディネ

ーターが県内事業者の相談対応に当たった。令和６年度は、計6,040件の企業相談を受けた。 

 

　「環境イノベーション支援事業」では、産業廃棄物の排出抑制とリサイクルの促進を図る

ため、産学官の共同研究グループ等が取り組む環境リサイクル関連の研究開発を公募により

支援した。令和６年度は、空きびん自動選別システムの開発やマットレスリサイクル装置の

実用化に向けた開発など、計９件の支援を行った。 

 

　「取引振興事業」では、中小企業の受注確保と取引先の多角化支援を目的として北部九州

及び関西地区に取引開拓アドバイザーを配置し、積極的な支援活動を展開した。その結果、

取引あっせん・紹介実績は、５年度485件に対し６年度は843件となり、コロナ後の景気回復

とも相まって大幅な伸びとなった。 

 

　「みやざき地域課題解決型起業支援事業」では、県内で地域課題の解決を目的に新たに起

業する方に対して、起業に必要な資金の一部を助成し、事業の立ち上げから経営相談等につ

いて支援を行った。令和６年度は、カカオの生産・加工販売、子供の放課後預かり・学習塾

事業など、計８件1,445万円余の補助を行った。 

 

　令和６年度からの新たな取組みである「脱炭素に向けたモデル企業育成事業」では、脱炭

素経営の取組拡大の動きを踏まえ、脱炭素に積極的に取り組むモデル企業３社を選定し、省

エネ診断に関する支援や広報活動など、積極的な伴走支援を実施した。 

 

　以上は、当機構が令和６年度に実施した支援の一部である。令和６年度は、前年度同様、

「みやざきの次代を担う企業を支援！」するという第６期中期運営計画の基本理念のもと、

機構内の各課・室及び関係機関・団体間の連携を強化するとともに、経営者等との対話を通

じて本質的な経営課題を把握し、より実効性のある支援にスピード感を持って取り組むよう

心がけながら、県内中小企業・小規模事業者の持続的成長・発展に向け、職員一丸となって

取り組んだところである。 
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　令和６年度に実施した各事業の実績については、以下の通りである。 
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(1)　経営課題等に対する相談、助言に関する事業 
 
　　①みやざきビジネス応援プラザ運営事業（事業費：2,199,130円　機構） 
　　　　創業意欲があり優れた事業計画を持つ個人起業家やベンチャー企業を支援・育成す
　　　るため、インキュベーションルームを低価格で提供するとともに、よろず支援拠点と
　　　連携して経営に関する指導・助言を行い、一貫した創業支援を行った。 
 

入居者数    　　５社 （令和７年３月末現在）               
 
　　②よろず支援拠点事業（事業費：81,799,803円　国） 

中小企業や小規模事業者の起業・成長・安定の各段階のニーズに応じたきめ細やか
な対応を図るため、中小企業診断士、弁護士、税理士、広告戦略やＩＴ関連分野の専
門家など、総勢２２名のコーディネーターを配置し、多様な相談に対応した。 

相談対応に当たっては、宮崎市中心部、都城市、延岡市、日南市にそれぞれサテ
ライトを開設するとともに、県内の創業支援拠点（都城市未来創造ステーション、
えびの市起業支援センター等）や金融機関で出張相談会を開催するなど、相談者の
利便性向上を図った。 

また、最も相談者が多い宮崎市中心部のサテライトについては、令和３年９月にコ
ワーキングスペースである「ATOMica宮崎」に移転し、相談者の利便性の更なる向上
とコワーキングスペースを活用する事業者や個人事業主、起業を検討している方への
相談対応など新規相談者及び人材の創出に取り組んでいる。 

 
  （コーディネーター　２２名　※令和７年３月末日） 
 チーフコーディネーター 　川野　圭介 　中小企業診断士
 サブチーフコーディネーター 　長友　慶徳 　弁護士、弁理士
  　柳本　明子 　ＩＴ企業代表
 　宮本　祐輔   中小企業診断士
 コーディネーター 　糸山　秀彦 　税理士
 　江藤　裕一 　コンサルティング企業代表
   黒田　泰裕   中小企業診断士
   河野　宝 　税理士
   島中  星輝 　デザイン企業代表
 　下松　孝裕 　中小企業診断士
   髙橋　忠伸 　中小企業診断士
 　中城　健太 　中小企業診断士　
   新田　裕章   中小企業診断士
 　畠山　容子 　広告事務所代表
   堀川　寿美恵   社会保険労務士
   松田　敬一   広告制作会社代表
   宮田　理恵 　コンサルティング企業代表 
 　森　　祐一 　ＨＡＣＣＰ総合支援マネージャー
   小園　勝之   アートディレクター
   鬼束ひろみ   デザイン企業代表
   佐藤健太郎   中小企業診断士

  竹﨑  大祐   中小企業診断士
 
　（企業相談実績） 
 業　　種 相談件数 課　　　題 相談件数   
  サービス業 ２，２０５件  経営知識 ２，７９８件   
  卸売業、小売業 ８８０件  広報戦略・広告デザイン １，９７４件   
  宿泊業、飲食業 ８３６件  事業計画策定 １，８３３件   
  製造業 ７０８件  ＩＴ活用 １，４２２件   
  医療・福祉 ３７９件  市場設定・調査 １，３８５件   
  建設業 ２８９件  商品開発・デザイン １，３５０件   
  農業・漁業・林業 １９６件  販路提案 １，０４８件   
  その他 ５４７件  資金繰り ９３６件   
 合　　　計 ６，０４０件  施策活用 ８９０件   
  現場改善・生産性向上 ５９４件   
  雇用・労務 ３０４件   
  事業連携 １３６件   
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 その他 ９１４件
合　　　計 １５，５８４件

  

  （出張相談会開催状況） 

 開催回数 相談者数 開催場所  

 １９６回 １，１３１名 日本政策金融公庫延岡支店  

  宮崎太陽銀行  

 高鍋信用金庫  

 宮崎第一信用金庫都城営業部  

 南部信用組合  

宮崎商工会議所 

串間商工会議所 

都城市未来創造ステーション 

延岡コワーキングスペース 

えびの市起業支援センターほか

 

（セミナー開催状況） 

 開催回数 参加者数 開催テーマ

 　８２回 １，５６１名 ・ＩＴ活用に関すること 

 ・雇用に関すること 

 ・インボイスに関すること 

・創業に関すること 

・事業承継に関することなど

 

（その他） 

○みやざき女性起業家育成プロジェクトＮ-ext 

開 催 日：令和６年１１月９日（土） 

会 場：ＡＴＯＭica宮崎 

参 加 者：最終審査進出者、審査員等 

内 容：県内で新たなビジネスに挑戦する女性を対象にコンテストを実施。書類

審査、プレゼンテーション審査を経て、優秀賞３名を決定（下表）。 

                  応募総数　２３名　　最終審査進出者　９名 

    氏　　名      　　 プラン名 　　  概　　要

 大津　伸詠 スモールビジネスで街を活性化 低リスクで事業をお試し

１日から自分の事業にチャレン 営業できる「場所・知識

ジできるシェア店舗サービス ・コミュニティ」を提供

 上宮田　珠美 一軒家のスポーツ合宿所＆障 スポーツ団体専用の合宿

害者就労支援Ｂ型施設の新し 所を作り、障害者就労継

いビジネスモデルの構築 続支援Ｂ型施設で運営す

る形へ

 城内　由佳 大切な家族からペットまで　 デザートだけではなく、

毎日、体が喜ぶスイーツが並 宮崎県産の野菜を使った

ぶパティスリー キッシュ、ペットのおや

つまで揃うパティスリー
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　　〇宮崎県よろず支援拠点地域支援機関連携フォーラム 
        開 催 日：令和６年１０月１７日（木） 

        会　　場：ＫＩＴＥＮ８階コンベンションホール 

        参 加 者：県内の金融機関等の支援機関ほか 

        参加人数：５９名 

        内　　容：支援事例発表、セミナー「人材活用について」 

 
 
(2)　新事業の創出、新分野への進出等に対する助成に関する事業 
                                                                                 
　　①みやざき農商工連携支援事業（事業費：6,224,053円　県） 

中小企業者又は農林漁業者による地域資源を活用した、宮崎県産の素材に付加価値
を付ける商品開発・商品改良の取組を支援した。 

また、コロナ禍後の新たな消費者ニーズや物価高に対応した商品開発等を促進す
るため、ＥＣを活用した販路開拓に関するセミナーや求評会等を実施した。 

 
    ア　商品開発・商品改良の取組への支援 
 事業者名 事業計画名  
  １  早川しょうゆみそ㈱ 宮崎県産のバターを活用した長期保存が可能な発  

   酵味噌バターの開発  
２  ㈱イート 宮崎県内の豆腐加工業から廃棄されるおからを主  

原料として、味付けに宮崎県産のしいたけ粉を使  
用したスナック菓子の開発  

３  ㈱FLAP 新品種の生干し芋の開発  
 

４  さくちゃん農園 日南のレモン農家がつくる、日南産レモンシロッ  
 プの開発  
５  奥霧島地域商社 高原町産の「赤蕎麦粉」を活用した名物菓子の新  

 ツナガルたかはる㈱ 開発事業  
６  どすこいファーム 横綱コーンを活用した加工品の開発  
    
７  うなぎ居酒屋西口商店 鰻の佃煮の開発とパッケージ・販促ツールのデザ  

イン制作  
８  ㈱G.N.O 宮崎県産の廃棄されている農作物を活用したアッ  

プサイクル事業（クラフトジン）  
９  ㈲朱瑠璃 地元に愛される飲食店メニューの商品化

                                                                                 
イ　セミナー等 
・商品開発を含めたネットショップ運営に関する基本的事項のセミナー 

　　　　　２回実施　参加９事業者 
　　　・ＥＣ販売やマッチング、商品開発等についてのオンライン相談 
　　　　　１コマ１時間程度　７回実施 
　　　・商品提案書の作成をワークショップで学び、作成した提案書と商品サンプルを求評
　　　　会に提出して、結果をオンラインで個別に解説　参加６事業者 
 

　　②技術開発支援コーディネート事業（事業費：4,789,733円　県） 
　　　  公募型研究開発プロジェクトへの提案内容の企画・設計を行うコーディネーターを
　　　配置することにより、優れた研究成果の事業化を支援した。 
 
　　③環境イノベーション支援事業（事業費：22,587,295円　県） 
　　　ⅰ　産業廃棄物の排出抑制やリサイクルを促進するため、産学官が連携した共同研究 
　　　 グループや県内企業が行う環境リサイクル関連の新事業創出に対して支援を行った。 
 テ　ー　マ 管理法人 共同研究者
 １ 鶏ふんの燃料ペレット製品の実用化に向  (株)松山 都城工業高等専門学
 けた研究開発 校
 【Ｒ＆Ｄ】４年度採択
 ２ 漬物残さからの有用成分回収技術の開発  (株)上沖産業 宮崎県工業技術セン
 【Ｒ＆Ｄ】４年度採択 ター
 ３ マットレスリサイクルに関する可能性の 九州北清(株)  
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 調査 －
 【Ｆ／Ｓ】５年度採択

４ 糖廃液排出削減のための処理工程の最適 (株)穴吹ハウジン 宮崎大学
化の基礎実験型調査 グサービス
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】５年度採択

５ 処理困難な多種類の産業廃棄物を利用し  (株)塩川産業 宮崎大学
た固形燃料（RPF）の製造のための基礎
実験型調査 
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】５年度採択

６  ガラスびんリサイクル率向上のための （有）南久 宮崎県工業技術セン
空きびん自動選別システムの開発 ター
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】６年度採択

７  解体系廃石膏ボード由来石膏粉利用カ 環境土壌クリニッ 宮崎大学 
ルシウム系肥料製造のための基礎実験調 ク （株）塩川産業
査 
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】６年度採択

８ 焼酎蒸留粕と糖廃液を原料としたエタノ (株)穴吹ハウジン 宮崎大学
ール製造技術の開発によるエタノール販 グサービス
売実用化 
【Ｒ＆Ｄ】６年度採択

９ マットレスリサイクル装置の実用化に向 九州北清（株） 都城工業高等専門学
けた開発 校
【Ｒ＆Ｄ】６年度採択

 
　　　ⅱ　環境リサイクル関連事業で支援した研究開発成果の事業化や製品の販売促進を 
　　　  図るため、企業の展示会等への出展支援を行った。 

テ　ー　マ 事業者名
１  「フーデム２０２４」、「フードエクスポ九州２０２４」、 (株)ＭＯＭＩＫＩ

「フードスタイルジャパン」、「フードスタイル九州」、「ス
ーパーマーケット・トレードショー２０２５」、 
「ＦＯＯＤＥＸＪＡＰＡＮ２０２５」への出展及び 
「新宿ＫＯＮＮＥ」での試食販売

２  「中小企業　新ものづくり・新サービス展」への出展  吉玉精鍍(株)
　　　 
　　　ⅲ　環境リサイクル関連の研究開発テーマの掘り起こしを図るため、県内企業の潜在
　　　　的開発ニーズや大学・公設試・企業の研究・技術ニーズの調査等を行った。      
                                                                                   
　　　　【研究開発等ニーズ調査】                                              
　　　　　・調査企業数：県内企業５７６社（回答数９４社　回答率１６．３％）       
　　　　　・成　　　果：研究開発テーマ候補７件を掘り起こした。 
                       
                                                                                 
　　④知財等活用ビジネスプロデュース事業（事業費：14,118,904円　県） 
   　 　事業戦略の策定・実現に係るスキルを持つビジネスプロデューサーと連携し、県　
　　　内中小企業における知的財産及び無形資産を活用した事業創出や、新たな販路・取　
　　　引先の開拓等を伴走支援するとともに、担当支援機関における支援ノウハウの蓄積　
　　　を図った。 
  　　 
  　　　 （支援概要） 

支援企業 担当支援機関 支援内容
サークルクロスキューブ 高岡町商工会 ネーミング、ビジネスモデルの

構築、展開可能先（イベント会
社等）の開拓

インポートファッション 宮崎商工会議所 顧客データベースの管理 
Ｎｉｃｏ 安定的な生産体制の確立
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はまや（株）     〃 知名度向上、商品開発の強化 
(一般社団法人minato) 販路の拡大
(有)玉光園 野尻町商工会 知名度向上、ブランディング 

販路の拡大
(有)観音池ポーク 高城町商工会 ブランディング、プレミアム商

品の開発、ふるさと納税での効
果的ＰＲ

 
　　⑤中小企業特許出願等助成事業（事業費：1,469,633円　国　機構）               
　　　ア　知的財産を活用した中小企業の振興を図るため、中小企業の特許出願、意匠出願 
　　　　に要する経費の助成を行った。                                               

助　成　件　数 助　成　金　額                      
          ７件  　　９４７，０００円                     

                                                                                 
　　　イ　中小企業等が外国での事業展開等に活用する産業財産権(特許、実用新案、意匠 
　　　　商標、冒認対策の出願)に要する経費の助成を行った。                          

助　成　件　数 助　成　金　額                      
          １件  　  ３８５，０００円                     

                                                                                 
　　　 

(3)　経営基盤強化に資する取引振興、設備導入等に関する事業 
 
　　①取引振興事業（事業費：15,252,000円　県 機構）   
　　　　下請取引等に関する企業情報、技術動向等を広く収集・提供するとともに、商談会
　　　の開催、展示会への出展支援により、中小企業の受注の確保と取引先の多角化を支援
　　　した。  
    （登録企業の状況）      

  　区　　　分  令和６年度登録実績 　累計登録企業数       
　発　注　企　業         －      ２２１ 企業       
  受　注　企　業       　１ 企業      ４２８ 企業       
        計       　１ 企業      ６４９ 企業      

                                                                   
　　（事業実績）  
    ア　受発注情報等収集提供事業 

    区　　　　　分   件　　数      
取引あっせん・紹介件数    ８４３ 件      
指導・相談件数    １５３ 件      
　内　取引あっせん    １１３ 件      
  内  経営関係    　１６ 件      
  内  技術関係    　　９ 件      
  内  その他    　１５ 件      
県外企業訪問件数    ２８２ 件      
成立件数（過年度含む）    　４３ 件      
成立金額（　　〃　　）   60,523 千円     

 
　　イ　商談会等開催事業 
     名称・開催日 会場 参加企業数 備考    
     製造技術マッチングフェ 西日本総合展 発注企業 ４９社 九州７県合同の対面、    
     ア（北九州市）  示場 受注企業 １４社 Web商談会    
      令和6年7月3日～4日 （北九州市） 商談件数 ７７件    
     ものづくり取引拡大商談 TKPガーデン 発注企業　 ９社 機構主催の商談会    
     会 (大阪) シティ新大阪 受注企業 　７社    
      令和6年10月2日 （大阪市） 商談件数 ３９件    
    ものづくり取引拡大商談  MRTmicc 発注企業 ２１社 機構主催の商談会    

会 (宮崎) （宮崎市） 受注企業 ４９社    
 令和6年11月28日～29日 商談件数  235件    
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Web商談会 オンライン 発注企業 　４社 機構主催のWeb商談会    
 令和6年5月14日～15日 受注企業 １０社    
 令和6年5月17日 商談件数 １２件    
 令和6年5月20日～21日   
 令和6年7月17日 
 令和7年2月27日

　　　 
　　ウ　展示会等出展支援事業 
  名称・開催日 会場 参加企業数 備考

機械要素技術展（東京） 東京ビッグサ 県内企業　５社 宮崎県ブースに県内企業
 令和6年6月19日～21日 イト（江東区） と出展

中小企業テクノフェア 西日本総合展 県内企業　２社 宮崎県ブースに県内企業
 令和6年7月3日～5日 示場（北九州 と出展（製造技術マッチ

市） ングフェアと併催）
 
　②みやざき小規模企業者等設備導入資金貸付事業（事業費：44,745,910円　県） 
　　　　小規模企業者の経営基盤強化に必要な設備の導入に対する貸付を行い、企業の経営
      基盤の強化を支援した。 
 
　　　  貸付実績 

      　 令和６年度 (参考)  令和５年度   
  業　種　別      　 資金貸付実績      　 資金貸付実績   

件数 金額（千円） 件数 金額（千円）   
農林水産業 ０ ０ １ ２２，８７０  
建　設　業 ３ １９，２２０ １ ２５，０００  
製　造　業 ３ ２１，１３０ ４ ７２，２２０  
そ　の　他 ０ ０ ０ ０   

  合　　　計 ６ ４０，３５０ ６ １２０，０９０  
 
 

(4) 産業振興に資する情報の収集、分析及び提供に関する事業 
　  

  ①情報化支援活動事業（事業費：3，991,214円　県） 

  　   機構ホームページの運用や当機構の事業等を紹介するパンフレットの作成・頒布、

　　 月２回のメールマガジンの配信など、県内企業への情報提供を積極的に行った。     

  パンフレットの発行 　　　　　発行部数  ２，０００ 部

メールマガジンの配信 配信回数 ２４回 登録読者数  １，６０５者(R7.3.31)

 

 

(5) 産業振興に資する人材の育成に関する事業 
 

　①人材育成事業（事業費：6,749,420円　機構 全国協会） 

 　 　中小企業の経営力・技術力の向上や企業の将来的成長につながる経営者・技術者等　

  　の人材育成を図るため、研修等に要する経費を助成した。 

 

　　　ア　企業経営力アップ人材育成支援事業  

　    　    中小企業の経営管理能力や技術力の向上を図るため、県内の中小企業の経営者 

　　　　　や従業員が国内の公私機関で実施される専門的な研修に参加したり、講師を招聘 

　　　　　して研修を開催する場合の経費の一部を助成した。 

 

（助成先） 

           ４４社 
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  　　 （助成実績） 

研修等の内容 企業数 参加者数     

　経営管理関係    ３２ 件      ４６９ 人      

  技術力向上関係    １０ 件    １７９ 人    

  その他      ２ 件       　　６ 人    

合計    ４４ 件       ６５４ 人       

 

　　　イ　未来みやざき産業人材育成事業 
ものづくり産業人材の育成を図るとともに、県内の新たな市場・産業の創出及び

デジタル技術導入など、県内産業の持続・発展を促進するため、県内中小・中堅企
業等の従業員等が取り組む地域資源等を活用した研究開発、新サービスの開発、デ 

        ジタル技術の導入を支援した。 
テーマ 企業名 備　考

 １ 特別支援教育の質向上と教 (株)教育情報サー 宮崎大学教育学部と連携し、Ｉ
育現場の省力化を実現する ビス ＣＴ技術者が特別支援教育に関
教育ロボットのコンテンツ する専門知識を習得し、ＩＣＴ
開発 ・ＡＩ技術と教育ロボットを活

用した学習コンテンツの開発を
行う。

 ２ ポリウレア吹き付け技術の (株)修電舎 耐薬品性、耐摩耗性、耐熱性、
高度化 防食性に優れている樹脂化合物

ポリウレア吹付装置の局所加
熱、過電流等の課題点を解決し、
生産性向上及び安全性の確保を
図る。

 
 
(6)　産業振興の基盤づくりに資する人的、技術的ネットワークの強化及び 
　 高度化等に関する事業 
　　 
　①みやざき地域課題解決型起業支援事業　（事業費：18,370,924円　県） 

地域課題の解決に取り組む新たな起業者を対象に、起業支援金の交付及び事業の立
ち上げ等に伴走支援を行った。 

　　      　補助件数：８件　　　 　補助金額：14,456,000円 
事業者・商号 事業内容 開業届出日等    

 荒武　聖治 都城市山之口地域の空き店舗 Ｒ６年    
１  を活用したライダーズカフェ １２月２７日    

Ｍｏｎｔｅ　Ｂｌｕ を開業    
 心奏ｏｆｆｉｃｅ（株） 精神科に特化した訪問看護事 Ｒ７年    

２ 竹井　順一 業所の創業 １月１７日    
訪問看護ステーション心奏    

 中島　陽 植物性（ビーガン）・米粉（グ Ｒ６年    
３  ルテンフリー）・酵母の菓子 １２月１６日    

ｏｋｉｎｕ ｔｏ ｏｙａｔｓｕ 製造、販売    
 大田原　尊之 カカオの生産、加工販売 Ｒ７年    

４  １月１７日    
宮崎カカオ    

 （株）３ＰＭ 子供向けのアウトドアアクテ Ｒ７年    
５ 伊藤　智彦 ィビティ・カルチャー体験が １月１７日    

Ａ-Ｇｏ Ｏｕｔｄｏｏｒｓ できる日中預かり事業    
 ファーストジャパン（株） 古民家をリノベーションした Ｒ７年    

６ 中武　利仁 民泊・アクティビティガイ １月１７日    
 神々の里ファーストステップ ド、ハイヤータクシー、通訳     

等の一元化サービスの創業    
 村瀬　かおり 宮崎市青島地区で、鉄板焼き Ｒ６年    
７  居酒屋の開業 １１月２０日    

鉄板焼　蔵人    
 原之村　めぐみ 子供の放課後預かり、学習塾 Ｒ７年    
８  事業 １月１７日    

めぐみ教室   
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　②東九州メディカルバレー構想拠点強化事業 （事業費：5,055,748円　県） 
　 　　東九州メディカルバレー構想が掲げる４つの拠点づくりのうち、「医療機器産業の拠
　 　点づくり」を推進するため、県内中小企業の医療機器産業への新規参入や取引拡大、 
     県内大学等との共同による医療機器開発等を段階的に支援できるよう２名のコーディ 
     ネーターと１名のアドバイザーを配置した。 
 
    （コーディネーター等の業務） 

名　　　称 業務内容
参入支援・開発支援コーディネーター 大学や臨床現場での情報収集、県内企業への

情報提供及び助言等 
販路開拓コーディネーター マーケットニーズの情報収集、県内企業への

情報提供及びマッチング支援等 
薬事戦略アドバイザー 医療機器の開発に係る情報収集、県内企業へ

の情報提供及び助言・指導等 

③フードビジネス推進基盤強化事業（事業費：57,933,013円　県） 

フードビジネスに関係する事業者等の様々な相談に対応するため、経営・財務、販売
戦略、販路開拓、デザイン、海外展開等の専門家を配置した総合相談窓口「みやざきフ
ードビジネス相談ステーション」を設置し、フード関連の関係機関とも連携を図りなが
ら、相談者の課題解決に向けた助言や提案等の支援に取り組んだ。相談は、面談のほか
オンラインでも実施し、ステーションを利用しやすいように努めた。　　　　　　　　
　　 

      ア　担当コーディネーター等（２５名） 
コーディネーター  藤藪　志保  商品開発、レシピ、食品表示

  森　　祐一  商品開発、販路開拓

  諏訪園　哲哉  商品開発、経営管理、品質管理

  大角　恭代  商品開発、食品表示

 久松　愛  商品開発、衛生管理

 瀬口　彩子  商品開発、営業企画

アドバイザー  奥山　真智子  品質管理、ＨＡＣＣＰ

  上野　晃治  事業計画、販売促進、マーケティング

  川越　おもと  品質管理、ＨＡＣＣＰ

  小松　弘幸  品質管理、ＨＡＣＣＰ

  小治　健太郎  研究開発、食品の機能性分野

 八田　淳  調理

 安藤　孝  食品の機能性分野、化学分析 

 湯浅　まき子  食品表示

 中治　十成  品質管理、ＨＡＣＣＰ

 尾﨑　恒夫  生産設備、食品工場設計

 上田　泰弘  海外展開支援

 頼　進文  その他（調理）

 長田　隆  品質管理、国際規格（HACCP）

 吉元　誠  商品開発、研究開発

 関屋　千草  販売促進、マーケティング

 古市　佳代  研究開発、品質管理

 河上　仁士  商品開発、広告宣伝

 岡田　光  販路開拓、販売促進

 山下　理夫  経営戦略、事業計画
 

      イ　相談実績 
相談区分 相談件数

商品開発     ４１９
販路開拓     ３４３
食品表示     ３０６
国、自治体等の助成金     １５２

12



衛生管理     １２４
マッチング     １２２
情報収集・調査       ８３
事業計画       ７７
マーケティング       ３５
デザイン       ３４
その他     ２９９

計 １，９９４
 

ウ　相談対応以外の活動内容 
　　　　　・ホームページ、フェイスブックによる情報提供　 

　フードビジネスに取り組む企業等にステーションの活動を分かりやすく紹介
するために、機構ホームページから独立した「みやざきフードビジネス相談ス
テーション」ホームページを立ち上げた。また、フェイスブックのアカウント
を作成し、随時更新しながら情報提供を行った。 

・連絡会議等の開催 
 　フードビジネス相談ステーションの相談案件等について、関係機関の情報共
有及び事業の円滑な推進を図ることを目的に、月１回連絡会議を開催した。 

・ステーションニュースの発行 
　フードビジネス相談ステーションのＰＲを積極的に図っていくため支援事例
等を中心に年６回発行し、関係機関へ幅広く周知を図った。 

　　　　　・食品表示相談会の開催 
食品表示の適正な作成に取り組む企業を対象に相談会を月１回開催し、 

　　　　　　２６事業者２９件の相談に対応した。 
・宮崎フードイノベーションクラブの設立 

　　　　　　　食品関連業界の品質管理の高度化等を図るため、品質管理担当者が意見交換
　　　　　　等を行うクラブを設立した。 
　　　　　　　（参加者　企業：１９企業３４名、オブザーバー：４機関１０名） 
          ・セミナーの開催 
            　事業者のスケールアップ等に向けたセミナーを３回開催し、延べ１１３名が
　　　　　　受講した。 

・地区相談会の開催 
　　　　　　　ステーションの利用を促進するため地区相談会を５回（５地区で各１回）開
　　　　　　催し、１５件の相談に対応した。 

 
　④農山漁村発イノベーションサポート事業　（事業費：5,256,000円　県） 
　　　　農山漁村発イノベーション※に取り組む事業者に対し、専門家（プランナー）の派
　　　遣を行い、経営改善に必要となる伴走支援を行った。 
 
　　　※これまで農林漁業者が取り組んできた６次産業化をさらに発展させ、地域の文化
　　　　・歴史や森林、景観など農林水産物以外の多様な地域資源も活用し、地元の企業
　　　　なども含めた多様な主体の参画によって新事業や付加価値を創出する取組み 
 
　　【派遣実績】 
　　　　１２事業者に対し、延べ１２２回 
 

【支援対象事業者一覧】 
  

事業者名 所在地 主な支援内容   
  

 1 (有)竹炭の里 国富町 竹炭製品の生産性向上と既存製品の販売力の強   
化   

  
 2 杉尾農園 西都市 ニラの加工品開発の基礎となる経営改善戦略作   

成支援   
  

 3 (株)岩戸精米 高千穂町 地域のコミュニティづくりと精米・加工事業の   
体制整備と販売力向上   

  
 4 (株)田口ファミリー 延岡市 カフェの運営や直売所等の整備に係る課題抽出   

ファーム とその解決に向けた支援   
  

 5 (株)リフル 綾町 クラフトビールのブランディング等   
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 6 福榮農園 都城市 柿の生産力向上と観光農園（柿狩り）認知度や   

販売力向上   
  

 7 苺大野屋 西都市 カフェの経営改善及び経営改善戦略作成支援   
  

 8 どすこいファーム 宮崎市 スイートコーン等の生産性の向上と新商品開発、  
販路拡大による経営改善支援   

  
 9 重永敏宏 小林市 小麦・大豆の安定栽培技術の確立と販路拡大に   

よる経営の安定   
  

10 興洋開発 諸塚村 持続可能な養鶏・食品事業の組織体制の構築   
及びオリジナルブランド地鶏のビジネスモデル   
の確立   

  
11 さくちゃん農園 日南市 事業計画の作成及び柑橘加工品等のブランディ   

ングや販路拡大   
  

12 外浦漁業協同組合 日南市 水中観光船事業、レストラン及びショップ事業   
事業計画作成支援並びに加工品販売事業の販路   
開拓支援   

 
⑤みやざきローカルフードプロジェクト（ＬＦＰ）強化事業　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業費：9,000,000円　県） 
　　  　地域の農林水産物が地域産業の中で有効活用されるよう、地域の食品産業を中心
　　　とした多様な関係者が参画するプラットフォームを形成し、それぞれの持つ経営資
　　　源をプラットフォームに結集し、社会的課題解決と経済的利益の両立を目指した自
　　　発的かつ持続的な新たなビジネスの創出を図った。 
 
　　　（活動内容） 
　　　・みやざきLFPプラットフォームの運営　会員数２８６事業者 
　　　・研修会及びワークショップの開催（２回） 
　　　・「プロジェクトの卵」発表会の開催 

　・中間報告会及び成果報告会の開催 
　　　・プロジェクト支援（５プロジェクト） 

   
事業主体【構成員】 事業概要    

   
 1 西米良村香る柚子協議会 西米良村ならではの、寒暖差の激しい    

【ゆずファクトリー、中武ファーム、中 気候で育った良質な柚子を活用した新    
武三枝、中武三和子、濵砂貴志、(有)米 商品開発及び村独自で販売拡大につな    
良食品、春月堂、ヤマト運輸(株)宮崎主 げる受注発送・営業体制の構築    
管支店、(株)リレーションデザイン、(合)    
スクエア・マーケティング、三洋化成工    
業(株)、西米良村役場】    

   
 2  いちごポタジェ(株) 九州最大の消費地である福岡商圏向け    

【九州旅客鉄道(株)、ヤマト運輸(株)宮 に効率的かつ迅速に届ける物流サービ    
崎主管支店、(株)宮交シティ、綾町有機 スの開発    
農業研究会、(株)ひむか農園】    

   
 3 興洋開発(株) 世界農業遺産に認定された高千穂郷・    

【(一社)ハチハチ、(株)高千穂まちづく 椎葉山地域における地域越境の取組と    
り公社、YAMA TO BOKU、やかた婦人（特 して、今年度は諸塚村や高千穂町の事    
産品加工グループ）、もろっこハウス（ウ 業者が連携して「みやざき地頭鶏」の    
ッドピア諸塚）】 商品開発に取り組む。    

   
 4 「食の宮崎PR」プロジェクト委員会 綾町や県内の有機JAS認証野菜のB品を    

【(株)ミオケン、綾町有機農業研究会、 使った有機JAS認証ピクルスの開発    
TAKUAN、大山食品(株)、(株)かぐらの里】    
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 5 みやざき輸出部プロジェクト 輸出に取り組む事業者と県内大学等に    
【(株)トレードメディアジャパン、(株) よるコミュニティを作り、勉強会や現    
九州日新、早川農苑、宮崎食研(有)、ア 地試食会を通じて輸出関係人口を増や    
リマン乳業(有)、JETRO宮崎】 す仕組みづくりの実証    

  
 
  ⑥新事業創出支援事業（事業費：20,978,206円　県） 

　「自己変革力」を身につけ、新たなビジネスモデルに挑戦し、環境変化に柔軟に対応
できる企業を育成するため「宮崎県次世代リーディング企業」を認定し、支援計画を
基にプロジェクトマネージャーの訪問による相談対応のほか、外部専門家派遣やビジ
ネスマッチングなどの伴走支援を実施した。 

 
ア　次世代リーディング企業の認定 

 
   次世代リーディング企業        ８社
 
    【次世代リーディング企業一覧】                                     （五十音順） 

企業名 所在地 企業名 所在地

1 (株)くしまアオイファーム 串間市 5 ミツワハガネ(株) 延岡市

2 (株)グローバル・クリーン 日向市 6 (株)ワン・ステップ 宮崎市

3 (有)産機サービス 宮崎市 7 (株)ドリームブロッサム 宮崎市

4 (株)ハニー 宮崎市 8 ミクロエース(株) 宮崎市

     ※１～６が令和４年度、７，８が令和５年度認定企業 

　イ　企業訪問等数 
８社に対して延べ１９７回 

 
　　　ウ　次世代リーディング企業への外部専門家の派遣 

企業名 専門家分野 専門家

１ (有)産機サービス 人材育成 下松孝裕　中小企業診断士 

  
Webプロモーション (株)リンクス 

  
 　　松田敬一

  
ISO認証取得 (株)マネジメントフォース 

  
 　　久保武志

２ (株)ハニー 人事評価・給与制度等構築 金丸秀一　社会保険労務士 

  
Webプロモーション (株)リンクス 

  
 　　松田敬一

３ (株)ドリームブロッサム 人事諸制度 金丸秀一　社会保険労務士 

 
 
　⑦脱炭素社会に向けたモデル企業育成事業（事業費：11,679,159円　県） 
 　   県内製造業の脱炭素化を推進するため、脱炭素に積極的に取り組む意欲の高いモデル
　　企業を選定し、プロジェクトマネージャーの訪問等による省エネ診断に関する支援や広
　　報活動などの伴走支援を実施した。 
 

ア　モデル企業の選定 

  脱炭素推進モデル企業        ３社
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　　　　【脱炭素推進モデル企業一覧】 
   

企業名 業種 所在地

    
１ (株)サニー・シーリング 印刷・同関連業 都城市

    
２ (株)モリタ 輸送用機械器具製造業 宮崎市

    
３ (株)山洋製作所 輸送用機械器具製造業 宮崎市

 
　　　イ　企業訪問等数 

３社に対して延べ２０回 
 
　⑧脱炭素化技術検証支援事業（事業費：2,600,000円　県） 
    　脱炭素に取り組む県内製造事業者に対して、設備導入に係る検証等の費用を支援した。 
　　 
　　  【脱炭素化技術検証費補助金】 
　  　  　補助率1/2以内（上限額150万円） 

   
企業名 内容 補助額 

    
１ (株)サニー・シーリング 印刷物インク乾燥用ランプの更新  　1,500,000円

    
２ (株)モリタ コンプレッサーの更新    1,100,000円
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	　 　 ③フードビジネス推進基盤強化事業（事業費：57,933,013円　県）
	　 　 フードビジネスに関係する事業者等の様々な相談に対応するため、経営・財務、販売戦略、販路開拓、デザイン、海外展開等の専門家を配置した総合相談窓口「みやざきフードビジネス相談ステーション」を設置し、フード
	　 　 コーディネーター
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　  久松　愛 商品開発、衛生管理
	　 　  瀬口　彩子 商品開発、営業企画
	　 　 アドバイザー
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　  八田　淳 調理
	　 　  安藤　孝 食品の機能性分野、化学分析
	　 　  湯浅　まき子 食品表示
	　 　  中治　十成 品質管理、ＨＡＣＣＰ
	　 　  尾﨑　恒夫 生産設備、食品工場設計
	　 　  上田　泰弘 海外展開支援
	　 　  頼　進文 その他（調理）
	　 　  長田　隆 品質管理、国際規格（HACCP）
	　 　  吉元　誠 商品開発、研究開発
	　 　  関屋　千草 販売促進、マーケティング
	　 　  古市　佳代 研究開発、品質管理
	　 　  河上　仁士 商品開発、広告宣伝
	　 　  岡田　光 販路開拓、販売促進
	　 　  山下　理夫 経営戦略、事業計画



